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䥹
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無
鑑
査
䣍
会
友
䣍
準
会
員
制
の
変
遷
と
推
移
に
つ
い
て 

䥹
＊
１
䥺 

 

○
第
四
回
会
務
委
員
会
䥹
出
席
者
䥽
南
大
路
一
䣍
水
谷
清
䣍
横
堀
角
次
郎
䣍
遠
藤
典
太
䣍

中
谷
泰
䣍
倉
田
三
郎
䣍
三
雲
祥
之
助
䣍
伊
藤
善
䣍
藤
井
令
太
郎
䣍
駒
井
哲
郎
䣍
高
田
力

蔵
䣍
伊
川
鷹
治
䣍
三
井
永
一
䣍
木
本
晴
三
䥺
を
七
月
十
六
日
青
山
学
院
校
友
会
館
で
䣍

第
五
回
会
務
委
員
会
䥹
出
席
者
䥽
三
雲
祥
之
助
䣍
岡
鹿
之
助
䣍
駒
井
哲
郎
䣍
横
堀
角

次
郎
䣍
高
田
力
蔵
䣍
伊
川
鷹
治
䣍
木
本
晴
三
䣍
南
大
路
一
䣍
中
谷
泰
䣍
遠
藤
典
太
䣍
水

谷
清
䣍
加
山
四
郎
䥺
を
八
月
一
日
渋
谷
ハ
䣹
ピ
䤀
で
開
き
ま
し
た
が
䣍
両
日
の
決
議

事
項
の
中う

ち

関
係
項
目
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
䣎 

一
䣍
三
十
五
周
年
記
念
春
陽
展
は
䥹
四
月
二
十
七
日
䦅
䥺
五
月
十
三
日
東
京
展
を
終

了
䣍
引
続
い
て
名
古
屋
䥹
五
月
二
十
日
䦅
六
月
一
日
䥺䣍
神
戸
䥹
六
月
七
日
䦅
十
二

日
䥺
䣍
大
阪
䥹
六
月
十
四
日
䦅
二
十
五
日
䥺
各
地
展
覧
会
も
各
地
区
係
の
努
力
も
よ

り
盛
会
裡
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
䣎 

◎
会
友
新
設
の
件
は
四
月
二
十
六
日
会
員
総
会
に
於
て
決
議
さ
れ
ま
し
た
が
䣍
そ
の
後

会
友
資
格
者
に
諾
否
を
問
合
わ
せ
䣍
六
月
三
十
日
で
一
応
〆
切
り
ま
し
た
が
䣍
本
年

度
新
会
友
は
䥹
同
封
名
簿
の
通
り
䥺
絵
画
部
九
十
二
名
䣍
版
画
部
四
名
䣍
舞
台
美
術

二
名
䣍
計
九
十
八
名
と
決
定
し
ま
し
た
の
で
こ
こ
に
発
表
し
ま
す
䣎
尚
こ
れ
と
同
時

に
報
道
関
係
に
も
発
表
し
ま
す
䣎 

一
䣍
会
友
新
設
に
伴
い
䣍
春
陽
会
会
則
中
左
の
項
を
改
正
又
新
た
に
条
文
を
設
け
ま

す
䣎
䥹
傍
線
新
䥺 

 

第
六
条 

本
会
は
絵
画
䣍
版
画
䣍
舞
台
美
術
各
部
の
会
員
䣍
準
会
員
䣍
会
友
及
び
客

員
で
構
成
さ
れ
る
䣎 

第
十
条 

会
友 

一
䣍 

会
友
は
原
則
と
し
て
本
会
展
に
五
回
連
続
又
は
七
回
以
上
入
選
し
た

と
き
そ
の
資
格
を
得
䣍
会
務
委
員
会
の
討
議
を
得
て
推
挙
さ
れ
る
䣎

会
友
は
会
の
発
展
に
協
力
す
る
も
の
で
あ
る
䣎 

二
䣍 

会
友
は
出
品
に
際
し
て
は
一
般
出
品
者
と
同
じ
で
あ
る
䣎
但
し
三
䣿

年
以
上
本
会
展
に
搬
入
し
な
い
も
の
は
会
友
の
資
格
を
失
う
䣎
又
会

の
名
誉
を
傷
つ
け
た
行
為
等
の
あ
る
と
き
に
は
会
務
委
員
会
の
討
議

に
よ
り
会
友
の
資
格
を
失
う
䣎 

 

第
十
七
条 

会
員
䣍
相
談
役
䣍
準
会
員
䣍
会
友
䣍
客
員
䣍
会
務
委
員
に
推
薦
又
は
選

出
さ
れ
た
と
き
は
本
人
の
承
諾
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

 

◎
今
年
度
䣕
春
陽
帖
䣖
掲
載
の
䣓
春
陽
会
三
十
五
年
小
史
䣔
中
誤
記
又
は
不
備
の
点
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
䣍
将
来
へ
の
確
実
な
資
料
に
す
る
た
め
お
気
づ
き
の
点
を
御
指

摘
の
上
事
務
所
宛
お
知
ら
せ
下
さ
い
䣎 

一
䣍
身
分
証
明
証
を
必
要
と
す
る
声
も
あ
り
ま
す
の
で
カ
䤀
ド
を
お
送
り
し
ま
し
た

の
で
御
利
用
下
さ
い
䣎 

一
䣍
䣓
春
陽
会
選
抜
新
人
展
䣔
の
件 

第
三
十
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
䣍
四
月
二
十
六
日
の
会
員
総
会
に
て
決
定
い
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た
し
ま
し
た
䣓
春
陽
会
選
抜
新
人
展
䣔
に
つ
き
ま
し
て
は
䣍
会
員
の
投
票
に
よ

り
䣍
こ
の
票
を
重
要
な
参
考
資
料
と
し
て
八
月
一
日
の
委
員
総
会
に
於
て
人
選

を
決
定
い
た
し
ま
し
た
䣎
こ
れ
は
䣍
年
齢
䣍
会
員
䣍
準
会
員
䣍
会
友
䣍
一
般
出
品

者
の
区
別
な
く
投
票
を
行
い
慎
重
に
討
議
い
た
し
ま
し
た
結
果
䣍 

 

田
畔
司
朗
䣍
五
味
秀
夫
䣍
荒
木
市
三
䣍
安
谷
屋
正
義
䣍
宮
城
音
蔵
䥹
イ
ロ
ハ
順
䥺

の
五
名
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
䣎
会
場
は
高
島
屋
画
廊
で
䣍
期
日
は
大
体
来
年

の
二
月
頃
の
予
定
で
あ
り
ま
す
䣎䥹
＊
２
䥺 

一
䣍
本
会
展
覧
会
場
で
売
約
が
成
立
し
た
時
は
䣍
売
価
の
一
割
五
分
を
本
会
に
納
入

す
る
こ
と
を
内
規
と
い
た
し
ま
す
䣎 

一
䣍
会
内
消
息 

○
倉
田
三
郎 

 

ス
イ
ス
の
バ
䤀
ゼ
ル
で
開
催
の
第
十
回
美
術
教
育
連
盟
国
際

会
議
に
出
席
の
た
め
七
月
二
十
六
日 
羽
田
を
出
立
䣎
引
き
続

い
て
三
䣿
月
の
予
定
で
欧
州
各
地
を
巡
る
予
定
䣎 

○
石
井
鶴
三 

 

東
京
都
板
橋
区
中
丸
町
二
一
と
町
名
番
地
変
更
䣎 

○
栗
田 

雄 
 

東
京
都
板
橋
区
南
町
二
六
と
町
名
番
地
変
更
䣎 

○
三
雲
祥
之
助
䣍
小
川
マ
リ 

 
 

電
話
開
通 

武
蔵
野
䥹
〇
二
二
䥺
六
九
九
四 

 
 

 

○
足
立
源
一
郎 

鎌
倉
市
大
町
二
一
四
五
へ
移
転 

電
話
䥹
鎌
倉
䥺
二
四
六
二 

 
 

 

○
三
井
永
一 

 

東
京
都
世
田
谷
区
代
田
二
ノ
八
〇
〇
へ
移
転
䣎 

○
宮
田
武
彦 

 

ス
ペ
イ
ン
よ
り
パ
リ
に
戻
り
䣍
そ
の
後
北
欧
を
旅
行
中
䣎 

○
志
村
一
男 

 

イ
タ
リ
䤀
䣍
ス
ペ
イ
ン
よ
り
パ
リ
に
戻
り
䣍
続
い
て
北
欧
䣍

イ
ギ
リ
ス
䣍
ス
ペ
イ
ン
を
旅
行
中
䣎 

◎
第
二
回
シ
エ
ル
美
術
賞
銓
衡
の
結
果
䣍
一
等
賞―

田
畔
司
朗 

 

二
等
賞―

宮
城
音
蔵 

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
䣎 

 
 

 

昭
和
三
十
三
年
十
月 

春 

陽 

会 

  

＊
１ 

無
鑑
査
䣍
会
友
䣍
準
会
員
制
の
変
遷
と
推
移 

 

会
創
立
時
䥹
一
九
二
二
年
・
大
正
十
一
年
一
月
十
四
日
䥺―

創
立
会
員
䣍
客
員
䣎
／
第
一
回
展
後
䥹
大
正
十
二
年
十
二
月
六

日
䥺
客
員
制
を
廃
止
し
䣍
旧
客
員
を
会
員
と
す
る
䣎
／
第
二
回

展
後
䥹
大
正
十
三
年
十
一
月
十
四
日
䥺
名
誉
会
員
䥹
梅
原
龍
三

郎
䣍
岸
田
劉
生
䣍
森
田
恒
友
䥺
を
設
け
る
䣎
／
第
三
回
展
䥹
大

正
十
四
年
䥺
か
ら
無
鑑
査
出
品
制
を
設
け
る
䣎
第
三
回
展
後
䣍

梅
原
龍
三
郎
䣍
岸
田
劉
生
の
退
会
に
と
も
な
い
名
誉
会
員
制
を

廃
止
／
第
八
回
展
䥹
昭
和
五
年
䥺
で
無
鑑
査
制
度
改
変
䣎
出
品

は
五
点
ま
で
と
し
䣍
春
陽
会
賞
受
賞
者
は
翌
年
か
ら
無
鑑
査
待

遇
を
受
け
る
䣎
／
昭
和
六
年
䣍
第
九
回
展
前
に
無
鑑
査
出
品
者

を
会
友
と
改
称
し
無
鑑
査
出
品
䥹
三
点
䥺
と
す
る
䣎
／
第
二
十

八
回
展
䥹
昭
和
二
十
六
年
䥺
か
ら
会
友
を
準
会
員
と
す
る
䣎
／

第
六
十
八
回
䥹
平
成
三
年
䥺
後
準
会
員
制
を
廃
止
し
䣍
旧
準
会

員
は
会
員
と
す
る
䣎 

＊
２ 

春
陽
会
選
抜
新
人
展 

昭
和
三
十
四
年
二
月
三
日
䦅
八
日 

日
本
橋
高
島
屋 

 


